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第151号 

令和4年度金沢学区コミュニティ推進会の活動方針 

ホームページがリニューアルされました　　ぜひ、ご覧ください 

　コミュニティ活動は、令和 4

年度も新型コロナウイルスの影

響により、各種イベントの中止

や延期が余儀なくされ、活動す

る際も感染防止対策を徹底して

行うなど細心の注意が必要とさ

れる状況が続くことが予想され

ます。このような中、高齢化や人口の減少などの金

沢学区を取り巻く課題は多様化・複雑化が進み、き

め細かな対応が必要となってくるものと考えられ、

コミュニティ活動の重要性はますます高くなってき

ています。 

　日立市コミュニティ推進協議会は「コミュニティ

活動推進計画」を令和 3年度に策定し、その行動指

針では、取り組みの視点として「組織・活動の活性化・

透明化」、「協働体制の強化」、「全世代の居場所づくり」

の 3つの柱を掲げ具体的な取り組みに着手すること

になっています。「コミュニティ活動を中心とした

支え合いのまちひたち」の実現に向けて金沢学区コ

ミュニティ推進会としても活動に取り組んでまいり

ます。具体的には、コミュニティプランの改訂作業

を進めます。住民の皆さんからのアンケートの結果

を分析し、特に高齢化が進む中でのコミュニティ活

動について 5年先、10年先の在り方を議論して検討

委員会で今後の目指す方向を9月までに策定します。 

　自治会・町内会活動が縮小され、町内会の解散や

一人暮らし世帯の増加などによりコミュニティ活動

も低下気味になっています。そして一人暮らしや認

知症・高齢者の見守りなどの地域活動、いつ起こる

かわからない災害への対応などの課題が増加してい

ます。このため「地域福祉局」を充実させて「見回

り活動」「サロン活動」「健康づくり」を進めてまい

ります。 

　今後も新型コロナウイルス感染症の終息への見通

しが立たない中ではありますが、ウィズコロナ、ア

フターコロナを見据えて、新しい生活様式を踏まえ

ながら、「自分の地域は自分の創意と努力でつくり

上げる」というコミュニティ推進会の理念を各支部

の皆さんと共有し、だれもが「この学区に住んでよ

かった」「住み続けたい」と実感できるまちづくり

にするために事業に取り組んでまいります。 

令和令和4年度各局長年度各局長・専門部長専門部長・各支部長各支部長 令和4年度各局長・専門部長・各支部長 

会長　泉　聡二 

コラム　「時間を大
切に」

「水時計」 

　6月 10日は、時の記念日です。これは、天智天皇
が水時計を用いて、時間を知らせた日とのことです。
さて、いつからこの時間が始まったのでしょうか？
約 138 億年前に宇宙が誕生した瞬間からと考えられ
ています。いや、人類が時間という観念を最初に意
識したときが始まりであったかもしれません。いや
いやそうでなく、時間とは各個人がもつ観念だから、

その人が生まれた時が始まりで死んだ時が終わりか
もしれません。 
　ともあれ、時間は過去から現在・
未来へと連続する現象です。「時は
金なり」といわれています。毎日の
行動を時間とともに記録し、無駄な
ことを見出しそして反省し、天から
授かった大切な時間を有効に活用し
ましょう。（協力部員　沼田　栄三） 
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困っているお隣さんには、「向こう三軒両隣」の意識をもってお互いに助け合いましょう 

令和4年6月20日 

生活安全のつどい10月23日、文化祭11月12～13日 
令和4年度の事業計画・予算 決まる 第48回 

定期総会 

　4月9日（土）に開かれた第48回定期総
会は、新型コロナウィルス感染拡大防止の
観点から、交流センタ多目的ホールにおい
て42人限定の開催となりました。泉会長
の挨拶の後、各役員から議案の提案説明が
あり、審議に入りました。活動方針、予算、
規則改定等の各議案共、提案通りに賛成多
数をもって可決されました。 

事業計画 
　令和4年度の各専門部の主な行事の日程
は下表のとおりです。夏まつりは新型コロ
ナ感染症の感染防止のため、野外で行うき
ららの里「ウォークラリー」に代替します。
屋内での行事は新型コロナウィルス感染防
止の観点から極力、簡素化して実施します。
地域モビリティ実証事業が2年目に入りま
す。各行事の詳細は交流センタだより、ホ
ームページ、常会回覧、などでお知らせ致
しますので、積極的な参加をお待ちしてお
ります。 

会則改正 
　今年度から専門局を設けて、類似の専門
部の活動が一体化できるように規則を改定
しました。総務局、ふるさと・文化局、ふ
れあい局、地域福祉局にそれぞれ専門部が
所属して、各支部と連携して事業の展開を
図っていきます。各専門部の事業内容は、
従来通りで進めていきます。 

令和4年度の収入及び支出予算（概算1,478万円） 

収入 

繰越金・雑収入など 

再生資源 
回収報償金 

広報紙の 
配布料など 11％ 

10％ 

6％ 

14％ 専門部 
　24％ 

モビリティ 
  34％ 

敬老会 
6％ 

6％ 

運営費 
  16％ 

支部・ステーション配分 会費 
4％ 

事業 
補助金 
など 
39％ 

モビリティ 
　30％ 

諸費 
など 

支出 

　令和4年度の予算については、昨年と比較して地域モビリテ
ィ実証事業の関係で大幅に増加します。住民文化祭等の各種行
事については、従来通り実施することで予算化しております。
市報、コミ推広報紙の配布、梱包費等が学区内全世帯に配布す
ることになり、収入支出共に増えております。事業が変更にな
る場合は、本部役員会議等で決定していきます。 

予 定 日（曜） 行　　事 場　所 

4月 
 

 

6月 
 

 

7月 
 

9月 

9（土） 

23（土） 

1（水） 

5（日） 

5（日） 

24（金） 

17（日） 

23（土） 

11（日） 

第48回　総会 

役員会 

地域モビリティ出発式 

館内一斉清掃 

環境の日 

学区親睦ゴルフ大会 

住民芸能祭 

ウォークラリー 

敬老会 

金沢交流センター 

金沢交流センター 

金沢交流センター 

金沢交流センター 

各支部担当地域 

グランドスラムGC 

金沢交流センター 

奥日立きららの里 

中止 

予 定 日（曜） 行　　事 場　所 

10月 
 

11月 
 

12月 

1月 
 

2月 

3月 

16（日） 

23（日） 

 

19（土） 

4（日） 

7（土） 

22（日） 

19（日） 

18（土） 

ふれあいボウリング 

生活安全のつどい 

住民文化祭 

グラウンドゴルフ大会 

パンポン大会 

新春賀詞交歓会 

みんなで遊ぼう会 

利用団体発表会 

役員幹事会＆交流会 

K-1ボール 

台原中グランド 

金沢交流センター 

金沢小グランド 

金沢小体育館 

金沢交流センター 

金沢交流センター 

金沢交流センター 

金沢交流センター 

12（土）～ 
13（日） 

令和4年度の主な行事日程 （各行事は新型コロナにより延期・縮小・中止の場合があります） 

令和4年度第48回コミュニティ推進会定期総会 
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災害に対して不断の備えを心掛けましょう 
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専門部の行事に積極的に参加して仲間を作りましょう 

令和4年6月20日 

各専門部の事業計画 

総務局長　　　村　哲夫 
　コミュニティ推進活動が円滑か
つ充実したものになるよう活動計
画や日程・予算などの全体調整を
します。 
　地域の高齢化に伴う諸課題に適
切に対処していきます。 

広報部長　　濱田　　衛 
　年4回の広報紙「かねさわ」の
発行と、リニューアルしたホーム
ページの随時更新を進め、地域の
ミュニティ活動や話題を発信して
いきます。地域の楽しい情報がご
ざいましたら、ご提供ください。 

生活安全部長　　菊地　三次 

　高齢者の一人暮らし世帯が増え、

それに伴う災害時の対応や避難行

動が緊急の課題です。住民お一人

お一人の自助と共助の意識を、活

動を通して高めて欲しいです。 

ふるさと・文化局長　　加藤木　勉 
　令和4年度新体制でスタートいたしました。ふるさと・文化局を担当いたします。地
域の皆様とともに絆を強めるコミュニティの構築を目指します。新しいふるさと創生事
業や文化事業を推進してまいりますので、皆様のご支援とご協力をお願いします。 

ふるさと創生塾部長　　飯村　紀夫 

　ふるさと創生塾の行事の中で、「正

月飾り手作り教室」、「花いっぱい

運動」そして「移動学習」を重点

的に推進してまいります。 

文化部長　　坂上　公俊 
　主な行事として、7月住民芸能祭、
11月住民文化祭を計画しています。
毎回皆様の素晴らしい発表、展示に
感動しています。一人でも多く来場
していただき、盛り上がる行事にし
たいので、ご協力お願いいたします。 

ふれあい局長　　谷川　邦夫 
　地域の皆様の交流と親睦をさらに深めることをねらいとして、レクリエーション部と
青少年育成部の連携を密に図りながら、行事の企画・運営に努めてまいります。皆様の
参加をお待ちしております。 

レクリエーション部長　　萩谷　　薫 
　ボウリング大会・パンポン大会・
みんなで遊ぼう会など、だれでも
気軽に参加できる行事を計画して
います。楽しい時間と思い出をつ
くりましょう。多くの皆様の参加
をお待ちしております。 

青少年育成部長　　大部　由美子 
　地域と子どもたちの架け橋となり、
金沢学区に住んでよかったと思う子
どもを増やしていきます。体験学習
「かねさわ元気っ子」や「スターウ
ォッチング」を予定しています。多
数の参加をお待ちしています。 

地域モビリティ部長　　龍　　寛二 
　本学区は高齢化の急速な進展と急
な坂の存在が課題です。高齢者が利
用しやすく、利便性の高い交通手段
を導入し、住みよい環境を構築した
いと思っています。また、昨年に引
き続きデジタル勉強会を開催します。 



台原団地支部長 
佐藤　　恵 

旭ヶ丘団地支部長 
星　　康文 

金畑団地支部長 
西村　和子 

県営根道支部長 
安見　聡司 

大沼支部長 
鈴木　正雄 

金沢南支部長 
白石　広彦 

根道ヶ丘団地支部長 
井坂　　郷 

金沢団地支部長 
福島　　浩 

令和4年6月20日 

再生資源回収の報償金は地域活動に活かされています　　一層のご協力を！ 

第151号（5） 

金沢学区各支部長紹介 
1年間各支部の代表として取り組んでいきますのでよろしくお願いいたします。 敬称略 

地域福祉局長　　水野　とみ子 
　一人暮らしをされている方々の見
守りやいきがいづくりの支援に、日
立市社会福祉協議会、ふれあい局や
ふるさと・文化局と協働し、地域福
祉活動の要として活動してまいりま
す。ご協力をお願いいたします。 

あんしん安全ネットワーク部長　　松井　るり子 
　ひとり暮らし高齢者等の見守り
が主な活動です。住み慣れた場所で、
安心して暮らせるよう地域福祉局・
協力員・支部の皆様のお力を借りて、
支援に繋がるような活動していき
ます。 

ボランティアふれあい活動部長　　黒羽　賢次 

　今年度も園児・児童・生徒と地

域の方々との交流を深める明るく、

楽しい行事を計画しています。皆

様のご協力をよろしくお願いいた

します。 

ふれあい健康づくり部長　　松本　　勇 

　「健康づくり運動教室」「健康ク

ラブ」の活動を通して楽しさを学び、

参加者の運動機能の維持向上、生

きがいづくり、そして仲間づくり

を積極的に推進します。 
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コミュニティ推進会役員退任者 令和3年度表彰清掃功労者 

　長年にわたりコミュニティ活動において、地域の発展向上に献
身的にご尽力されました。ありがとうございました。今後ともご
支援よろしくお願いいたします。 

　4 月 9 日（土）、第 48 回定期総会の席

上において、「金沢団地第一公園を守る

北地区友の会」が市から表彰されました。

山本軍平 様が代表として、泉会長から

賞状を受け取りました。地域の生活環

境保全と美化活動を積極的に推進され、

住みよいまち

づくりに大き

く貢献されて

います。 

　4月に久慈中学校から異動してま
いりました。金沢小学校の233名の
子どもたちに元気をもらい、毎日
楽しく働かせていただいています。
ダンゴムシを大切に飼育する子、

給食を楽しみにしている子、下校時に笑顔で手を振
る子など、見ていると心が温かくなります。また、
自警団の方々には下校時の児童の安全を守っていた
だき、ありがとうございます。金沢小学校は、地域
とともにある学校だということを感じます。この子
どもたちのために職員一同支援していきます。 

金沢小学校　教頭　　井坂　佳一 様 
　この度の定期人事異動により、
坂本中学校から赴任しました櫻井
理勝（まさかつ）です。台原中学校は、
生徒数こそ減少していますが、日
日勉強や部活動に熱心に取り組み

活気に満ち溢れています。「ときめいた（①時間をま
もる　②迷惑をかけない　③他人の役に立つことを
する）」を生徒と教師の共通目標として、全校をあ
げてチャレンジしています。これからも、生徒たち
のために職員一同一生懸命取り組んでまいりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。 

台原中学校　教頭　　櫻井　理勝 様 

編集 
後記 

　健康寿命を延ばすには、脳の活性化（脳
の細胞の数を増やす）が不可欠です。脳を
活性化させるのは、新しい情報を入れる
ことといわれています。具体的に即行動

に移せることとして、「散歩のコースを変える」「関心
のなかった雑誌や新聞記事に目を通す」「経験のない
趣味やスポーツに挑戦する」などなど。日々、新しい
情報を吸収しましょう。　　　　（広報部長　濱田　衛） 

生活安全部副会長 
田村　薫　様 

ボランティアふれあい活動部副会長 
四倉　元子　様 

ふれあい健康づくり副会長 
臼井　清巳　様 

書　記 
森　幸喜　様 

青少年育成部副会長 
大楽　裕　様 

ふるさと創生塾副会長 
齊藤　智　様 

 

あんしん安全ネットワーク部副会長 
石川　清久　様 

よ ろ し く お 願 い し ま す  

　今年の小学校の入学式は桜の咲く中で実施されま
した。入学式と桜の開花が合うのは、なかなか難し
いですが、やはり入学式には桜がピッタリです。70
年以上も前のことですが、戦後少しずつ落ち着いて
きたとはいえ、生活用品は手に入りにくい日々でした。
入学式を終えてあまり経っていないときに、お弁当
持参の遠足が実施されました。食糧事情の悪い時代
でしたので、おにぎりさえも持参することができな
い子どもたちもいました。そのような子どもたちは
お弁当の時間になると急に姿が見えなくなってしまい、

ふと気づくと周りに友だちが少なくなってしまいま
した。 
　桜の木の下でお弁当を広げ食べようとすると、広
げたおにぎりに桜の花びらがヒラヒラと散ってきた
のです。おにぎりの味は覚えていませんが、桜の散
る景色とおにぎりについ
た桜の花びらは、入学し
たばかりの緊張とまだ学
校生活に慣れないためか、
少し寂しい 1年生と桜が
なぜか思い出されます。 

（瀬ヶ沼　きよみ） 

随筆　 桜の木の下で 


